






 

《授業の概要》 （全角196文字） 《テキスト》 （全角84文字）

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

（全角22文字） （全角78文字）

8 実習
・ホテルでの実習終了

11 ガイダンス
・海外インターンシップおよび異文化体験に関するレポート作成方法の
説明ならびにレポート作成（日本語・英語）

9 ガイダンス
・TOEIC受験に関する説明ならびに試験（8カ月間の海外滞在中の英語力
の伸びを確認するための試験）

10 ガイダンス
・帰国時の注意事項説明

6 実習
・ホテルでの実習開始

7 実習
ホテルでの実習

5 ガイダンス
・語学学校授業終了
・第3回オリエンテーション（実習先ホテルでの勤務に関する注意事項）

4 ガイダンス
・語学学校授業開始
・第2回オリエンテーション（IRD取得に関する手続き説明）

3 ガイダンス
・語学学校入学手続き、クラス分けテスト
・銀行口座開設

2 ガイダンス
・ニュージーランド・カナダへ出発
・到着後第1回オリエンテーション（海外生活上での注意事項等）

ホテル・ブライダルスタッフとして不可欠な異文化コミュニケー
ション力を海外でのホテル実習を通して学び体得する。
1.英会話能力を基礎とする英語能力の向上。
2.外国人の多様な文化・習慣を経験そして理解しながらホテル業
務を実践できる。（外国人との協働力の育成）
3.外での就労経験を通し、自己の成長を促す。

プリント

グローバル化する社会の中で適応できるグローバルホスピタリ
ティ人材の育成を目標とする。ホテル・ブライダル業においてス
タッフのグローバル化は不可欠であり、現代のホテル・ブライダ
ル業において外国人をゲストとして接遇する力量そして多様な文
化背景を持つ外国人と協働する資質や能力がスタッフには求めら
れている。
国際的な見地に立ち活躍できるホテル・ブライダルの人材育成を
行う。

①語学学校終了時成績　  10％
②ホテル業務評価　　　  40％
③ホテル研修中レポート  20％
④帰国後最終レポート　  20％
⑤出席点                10%
（語学学校・実習先・帰国後ﾚﾎﾟｰﾄ作成時）

週 テーマ 学習内容など

1 ガイダンス
・渡航直前授業
(1)英会話(2)英文レポート書き方
(3)海外でトラブルにならないためのケーススタディ

髙橋　信行 上門　星花 林　麗美

12 報告会
・海外実習発表会

中村国際ホテル専門学校　　令和５年度　　授業シラバス

開講学科 ホテル学科3年コースホテル総合専攻

開講学期 前期・後期 開講年次 ３年次

科目名 海外ホテル研修

実務経験のある教員
による授業科目

〇

担当者氏名


